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　　　　i鼕海外協力室 （OSCC ）の紹介
　　　　　　一 船舶技術援助で フ ィ リピン やガン ビア な どに貢献 一

　海 外協 力 室 は 英 文略 称 で OSCC で す

が、こ れ は2004 年4 月 1日 にSRC へ 統

合 さ れ た （財）海 外 造 船 協 力 セ ン タ ー

（Overseas　Sh「pbulldEng　Cooperatlon

Oentre） に 由来 して い ます。

　 元 々 OSGC は 1971 年 SRC が船 舶 部

門の 経 済　技術 協力 の振 興 を 目的 に海 外

技術 協 力本 部 と して 、横 浜 市 港南 区 に 本

館、研 修生 宿舎 等 を 建設 し立 ち上 げた も

の で、そ の後 その 機 能 を強 化 す るた め に

OSGC は 1980 年 SRO か ら分 離 独 立 し

た経 緯 があ りま す。

　現 在 の主な コ ン サ ル タ ン ト業務は

　 　 国 際 協 力 機 構 （JICA ） に よ る フ ィ

　　ージビリテ ィス タ デ ィ （F／S）等 の

　 　 開発 調査 事 業

　 ・被 援助 国へ のJICA無償 援助 ま た は国

　 　 際協力銀 行 （JB ［C）融資支 援 によ る船

　　舶案件に係る基 本設計、実施設計、入

　 　札監理、施工監 理、引 渡 し検査業 務

　 　 JBIC に よ る 案 件 形 成 支 援 事 業

　　（Special　Assistance　for　Pro］ect

　 　 Formulation −SAF 事業 ）

　 　 国 土 交通 省等 か らの船 舶 部 門の 案 件

　 　 開 発 に繋 が る委 託 調査 事 業で す。

　 こ の よ うな コ ンサ ル タ ン ト業 務 を的 確

に処理 し客先 の 期待 に沿 うべ く、海外 協

力 室 は Nκの 臨 時監 査 によ り本 年 6月 2 ］

日付 け で ISO9001 −2000 の QMS を旧

OSCC 技術 協力 部 よ り継続 取得 して お り

ます。

　 SRO の OSOC には 以 下 の プ ロ ジ ェ ク

トが引ぎ 継が れ て い ま す。

　   フ ィ リピン 開発銀行が実施機関 とな

　　 っ て い る 「内航海運 近代 化計画 〔第

　　 2期）」。

　　　本件は JBIC に よる約200 億 円の

　 　 プ ロ ジ ェ ク トで す。OSCC は ノ ル ウ

　　 ェ
ー

の SHIPDECO 社 と JV で 技術審

　　査の 業務を行なっ て し、ます 。

　   イ ン ドネ シ ア 運 輸省教育訓練庁が実

　　施機 関 と な っ て い る JBIC 融資案件

　　「海員 学校設立 計画」。

　　　こ の プロ ジ ェ ク トで は 、基 本設計、

　P／Q及 び入 札 図書 作成、P／Q及 び入

　札 評 価 作 業、業 者 契 約交 渉 支 援、図

　面 承 認、施工 監 理、工事 完了 立会 い 、

　保 障期 間 モニ タ リン グ等 が OSGC の

　主 た る コ ン サ ル タ ン ト業 務 で す。

　2004 年3月 に一番校 で ある、ジ ャ カ

　ルタ 郊外 のマ ウ ク校 が 完成 しま した。

　現在 は二 番 校、三 番 校 で ある ス マ ト

　ラ 　 メダ ン 市郊 外 の パ ン カ ラン プ ラ

　ン ダ ン 校、パ プア 州 ソ ロ ン市 ソ ロ ン

　校の建 設業 者入札の評 価作業 中で す。

  イ ン ドネ シア 運輸省 海 運総 局 が 実施

　機関と して 行 な っ て い る JBIC融資

　案 件 「防災 船 調達 計 画 （500GT ）」。

　　OSCC の主 な コ ン サ ル タ ン ト業務

　は上記 「海 員学 校 設立 計 画」のそ れ と

　概 ね 同 じで す。2004 年 7 月 に
一

番

　船 の 起工 式 を 新潟 造 船 で行 な い ま し

　た。＝ 番船 は 三井 造船 ・新 潟造船の

　指 導 で イ ン ドネ シ ア、ス ラバ ヤ に あ

　る PT ．PAL 造船 所 で建造 され ます。

　　イ ン ドネ シア で は海 賊問 題、対テ

　 ロ 対策 か らこ の タ イ プの 船 の需 要 が

　 高 ま り、実 施 機 関 は も う 1隻 の 追 力口

　建造をJBICへ 打診 中 です。

  フ ィ リ ピン 運 輸 ・通 信 省 が 実施 機 関

　 と な っ て い る JBIC 融 資 案件 「海 上

　安全向上 計画 （第 3期）」

　 　 こ れ は 海 難 防 止 型 設 標 船 （約

　750GT ）を2隻建 造す る こ とが 主

　た る 目的の プロ ジ ェ ク トで す 。 残念

　 な が ら、プ ロ ジ ェ ク ト実 施 自体 が こ

　 　こ 2年 間延 び延 び と な っ て お り、建

　 造 造 船 所 を 選 ぶ 入 札 事 前 資 格 審 査

　　（略 称 　PQ ）の新 聞 公 示 もな さ れて

　 　お りませ ん。プ ロ ジ ェ ク トの 今後 に

　 　つ い て は 、JBIC と フ ィ リ ピ ン 運

　　輸 ・通 信省 間で 協議 が 行な わ れ て お

　 　ります。

　こ の 4 月 の 統 合 後 、下 記 2案 件 を受 注

しま した。

  JICAの コ ン サ ル タ ン ト入 札 で フ ォ

　 　ロ
ー

ア ッ プ 協 力事 業 で あ る ガ ン ビア

　　の 「トラ ン ス ガ ン ビア 公共 輸送 能 力

　　向 上計画」。

　 　 　こ の 案 件 は 1988 年 わ が 国か ら無

　　償資 金 協力 援 助 で 供 与 さ れ た 2隻

　 　（170GT ） の 河 フ ェ リーの 修 復 を

　 　JIOA の フ ォ ロ
ー

ア ッ プ協 力 スキ
ー

　 　ム で 行 な うも の で 、OSCC は 修 復 計

　　画 書作 成、修復 業者選 定の入 札監理、

　 　修 復 工事 監 理、引渡 し立会 いま で を

　 　コ ン サル タ ン トと して 参 加 します。

  JICA の 無 償資 金協力事 業 で あ る モ

　　ザ ン ビ
ー

クの 「ベ イラ 港 浚渫 船 増 強

　　計画」。

　　　この 案件は 同 国へ 無償資 金協力で

　 　供 与 が 予定 さ れ て い る ホ ッ パ
ー

サ ク

　　シ ョ ン 型浚 渫 船 （泥 艙 1，000m3 ）に

　　係る 基 本設 計業務です。予 定どお り

　 　進 め ば、来 年 度 は 実 施 設 計、造 船 所

　　入札、建造と な り、OSCC は コ ン サ

　　ル タ ン ト業務をモ ザン ビー
ク の実施

　　機関 か ら委 託 される こ と にな ります。

1988 年 3 月 　 ガ ン

ビア Gambia 　 Port

Authonty へ JICA 無

償資 金 協力 に よ り供

与 さ れ た 河 フ ェ リー

JAMES 　 ISLAND 号

（170GT ）
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